
平成30年2月27日開催

総務常任委員会
●●●●●●●●●●

審査した

議案 21件 報告事項 4件 陳情 2件 の中から

「市役所本庁舎の移転整備など
公的不動産利活用の取り組み」

について報告します



＜平成29（2017）年度＞
「主な５つの公的不動産の利活用の方針」についての
検討（本庁舎の移転先選定の検討を含む）



鎌倉市役所 市民サービスの提供・公共施設再編と民間機能の導入に
よる 賑わいや憩いの創出

深沢地域整備事業用地
（行政施設用地）

本庁舎の移転先とし、消防本部や総合体育館と一体と
なった シビックエリアの形成

梶原四丁目用地 （野村
総合研究所跡地）

自然環境を生かした利活用（市民への開放を含む）と企
業誘致

扇湖山荘 自然環境を生かした利活用（市民への開放を含む）と旧
邸宅群の 一つのシンボルとしての先導的な活用（企業
誘致など）

資生堂鎌倉工場跡地 利便性を生かした企業誘致

「公的不動産利活用推進方針（素案）」29年12月



「公的不動産利活用推進方針（素案）」に対する
パブリックコメント （29年12月22日～30年1月22日）

結果報告



公的不動産利活用推進方針（29年3月策定）

他の公的不動産の利活用やその効果等を含めた全市的な視点か
ら、深沢地域整備事業用地（行政施設用地）を移転先とします

深沢地域整備事業用地
（行政施設用地）２．６ha

市民サービスの提供・公共施設再編と民間機能の導入による
賑わいや憩いの創出
鎌倉駅直近において様々な魅力を発信することで、鎌倉のブランド力向上・
新たなライフスタイルの提案・「住みたいまち鎌倉」の実現を目指す

【本庁舎の移転先】

【本庁舎現在地の
利活用の基本方針】



＜市役所本庁舎の移転整備など公的不動産利活用の取り組み＞の報告

⇒ 総務常任委員会では「多数了承」

委員から出た意見（抜粋）

●パブリックコメントで市民への情報不足を指摘する意見が多く出ており、

まだまだ説明が必要

●多様な市民意見の反映を求める

●パブリックマインドをもった民間と共にまちづくりを進めるというが、

パブリックマインドの意味が伝わらない

⇒「今後、これまで以上に様々な手法を活用し、検討経緯などについて

丁寧な説明を行っていく」という市担当部局の姿勢を確認


